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韓国の面海岸に位置する米空軍の射爆場がある村
かつてここには梅の花が香り、干潟と共生するおだやかな暮らしがあった

梅香里の涙が、軍事基地を背負う人々の悲しみの涙に終わらないように一—



ゆふいん文化・記録映画祭のオープニング作品とし
て、 「梅香里」の上映が終ったとき、ゲストとして観
客席にいたこの映画の主人公・全晩奎（チョン・マンギュ）
さんの手を私は握っていた。彼ははにかみの表情で、
手を握り返した。
アメリカの射爆場と化したときから、梅林の香る海

辺の里は戦争地獄へ突き落とされたが、国家保安法の
もとで長年にわたってその実態が伝えられることもな
かった。全さんをはじめ、梅香里の人々の孤立感はい
かばかりのものであったろうか。
想像を絶した苦難と不屈の祗抗を、しかし全さんは

声高には語らない。静かで淡々とした話しぷりに、暮
らしに根ざした闘いの勁さがかえって浮き彫りとなる
ようである。
アメリカ大使館前で抗議に立つ全さんに、通りすが
りの女性が声をかけるシーンがある。 「あなたの韓服
はいいですね。スーツなんか着ないで下さいよ」とい
うのだ。偶然にもこんなシーンをとらえてしまうとこ
ろが、記録映画の妙というべきだろう。
梅香里の漁師全さんは、いつも韓服姿である。

作家松下竜一

万

く解説＞ 朝鮮半島の中央部、ソウルから南西に60キロ。広大な干潟と豊かな海の幸に恵ま
れ、人々がおだやかに暮らす漁村があった。春になると海岸線に群生する梅の香りが村中に満ち、
「梅香里（メヒャンニ）」と呼ばれた。
1951年、この村は米軍によって戦闘機爆撃演習場とされた。
村の人々は農業や漁業などの生活手段を奪われ、加えて度重なる米軍機による誤射、 誤爆、不
発弾の爆発による死亡事故、爆音被害に苦しめられ、現在もなお爆撃訓練が続いている。
このドキュメンタリーは、朝鮮戦争以来、駐韓米軍の空軍射爆場として強制使用され続けてき

た梅香里住民の生活権、生存権をかけた闘いと、米軍犯罪による被害者の支援活動に立ち上がっ
た米軍犯罪根絶運動本部の女性たちの“暴力の根源’'を問う魂のメッセージを記録している。
「ゆんたんざ沖縄」「しがらきから吹いてくる風」などで知られる西山正啓監督が「水からの速達」
以来8年ぷりに放つ最新作。
梅香里、沖縄、湯布院、日出生台の人々の交流と信頼関係から生まれた日本と韓国の“地域合作

映画’である。

ドキュメンタリー映画「梅香里」のホームページは
http://wwwl4.big.or.jp/~edix/mehyang/top.html 

「梅香里」の上映•貸出・販売等に関するぉ問合せは
■ 「梅香里」上映東京事務局
旧＆閲 03-3394-3734 (media EDIX) 

■ 「梅香里」製作上映委員会本部
TEL＆印 0977-85-5003 （湯布院）
98年より米海兵膝による実彊砲撃濱習が強行されるよう
になった本土 5 カ所の演習場の一つ、大分県日出生台（ひじ•
うだい）濱習場の周辺住民たちが、同じ米軍問題を抱える沖縄
や韓国、梅香里の住民たちと交流を重ねてきた中から、福岡
在住の西山正啓監督とともに共同で映画の製作上映を企画．
これを実現するために結成した（製作上映）実行委員会です．

「梅香里」製作上映委員会本部のホームページは
http:/ /www.coara.or.jp/~yufukiri/mehyanni/yobikake.html 

昨年6月、ワールドカップのその時、在韓米軍の装甲車が韓国女子中学生2人を死亡させた。
その後に巻き起こった空前の被害者追悼・反米集会。一方で増す北朝鮮との緊追情況。

また、「太阻政策」をかかげる慮武鉄（ノムヒョン）韓国新大統領の前途は。
今後、朝鮮半島の情況はどうなるのだろうか。在韓米軍の存在は必嬰なのか……。
ー一軍事基地が大きな社会問題となっているH本・沖縄、湯布院の人々と

“ 晶霞譴
やはり米軍犯罪に悩む韓国・梅香里の人々との交流から、一本の映画が生まれた。
これからの社会はどうなっていくのか、いま起こっている現実の問題を考えるために、
真摯な眼差しの中から生まれた秀作を、今こそ緊急ロードショー！！

連日|AM11:00|より1 回上映（終12:20)

特別鑑賞券1000円好評発売中！！
■当日／一般1300円、学生1100円、高・中・小・シニア1000円 四ttp://terra.zone.ne.jp/cinenouveau/ 


